
組合だより 
     2025．1．6 発行  第 260 号 

 

～ 年頭ご挨拶 ～ 

          札幌鉄工関連協同組合 

理事長 今井一彦 

明けましておめでとうございます。 

令和７年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上

げます。 

組合員の皆様には、平素から組合運営の各般

にわたり深いご理解と温かいご支援を賜り、心

から厚く感謝申し上げます。 

さて、昨年を振り返りますと、新年早々、激動

の１年を予感するかのように能登半島地震や羽

田空港の航空機事故に始まり、相次ぐ自然災害、

そして少子化問題、２０２４年問題、闇バイト問

題、諸物価高騰など社会不安や政治不信が続き、

国外では日本を取り巻く安全保障の不安定化や

国際紛争の激化など国際社会の分断が進みまし

た。 

一方で、スポーツ界では、大谷選手の 50-50と

MVP受賞、パリ五輪での日本勢のメダルラッシュ、

日ハムのリーグ２位など明るい話題も多い１年

でもありました。 

当組合の事業活動では、視察研修会、工場見学、

セミナーなどの教育・情報提供事業をはじめ、ボ

ウリング大会・ゴルフコンペなどの福利厚生事

業、さらには安全パトロールやクリーンデーの

安全衛生事業など、ほぼ計画どおり完遂するこ

とができました。 

特に今年度の目玉事業である「オープンファ

クトリー事業」は、地域の若年層に組合のものづ

くり企業をアピールして地元への定着を図ろう

という事業で、工場見学会、ものづくり体験会、

ものづくり企業ガイドブック作成などに取り組

むことができました。ご協力をいただいた組合

員の皆様には感謝申し上げます。 

今年も当組合は、中小企業等が直面する事業

承継・再構築、人材の育成・確保等の諸課題に対

し、北海道経済産業局をはじめ北海道や札幌市、

中小企業団体中央会との連携を一層密にしなが

ら、組合員の相互扶助の精神と力を結集して取

組んでいく所存でありますので引き続き、組合

員の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し

上げます。 

今年の社会経済情勢も、先の見えない課題が

山積ですが、明けない夜はありません。 

今年の干支「へび」の脱皮のごとく新たなチャ

レンジにより一皮むけた企業へと成長を図り、

そして蛇のようにしなやかな一年となることを

願っております。 

この新しい年が、皆様にとりまして更なる飛

躍の年になりますよう心からお祈り申し上げ、

新年のご挨拶とさせていただきます。 

（東邦交通㈱  代表取締役） 

 

～ 2025年 新年ご挨拶 ～ 

 安全衛生協力会会長  

 手 塚 勝 利 

あけましておめでとうございます。 

安全衛生協力会会員の皆様には、日頃より当

協力会の運営に対しまして、多大なるご支援、ご

協力をいただいておりますことに感謝申し上げ

ますとともに、安全衛生活動の推進と労働災害

防止への取り組みにつきまして、敬意を表する

次第です。 

昨年は、技能講習・特別教育の開催をはじめ、

安全パトロール、クリーンデー及び健康診断等

の実施、さらには全国産業安全衛生大会への参

加など全ての事業活動を遂行することができま

した。特に 11 月に開催した「新たな化学物質規

制に係る研修会」では、多くの会員の皆様に参加

をいただきました。改めて皆様のご協力に感謝

申し上げます。 
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今年度上期の労災発生状況は、昨年度同様３

件あり、相変わらず未熟練者が多いようですの

で、安全教育の一層の徹底をお願いいたします。 

現在、1 月 15 日までの期間、「年末年始無災害

運動」を展開中です。これは、働く人たちが年末

年始を無事故で過ごし、明るい新年を迎えるこ

とができるよう、中災防が主唱する運動で、本年

で 54 回目を迎えます。年末年始は大掃除や機械

設備の保守点検・再稼働等の作業が多くなるほ

か、物流等の増加に伴う交通・荷役作業時の災害、

積雪や凍結による転倒等の危険が増すとともに、

多忙による焦りや疲労からミスやエラーが起こ

りやすくなります。 

そのため各事業場においては、非定常作業に

おける安全確認の徹底、作業前点検の実施、作業

手順や交通ルールの遵守、安全衛生保護具の点

検の実施、さらには転倒・腰痛災害予防のため、

身体機能の維持向上のための取り組みや、感染

症予防を含めた労働者の健康管理にも全員で取

り組むことが大切です。 

また、北海道においては１２月から３月の間

は「北海道冬季ゼロ災害運動」の期間中ですので、

特に路面凍結等による転倒、除雪作業時の重機

との接触、屋内での内燃式発電機等による一酸

化炭素中毒などの冬季特有の労働災害対策にご

配慮をお願いいたします。 

当協力会は、今年も会員一同、労働安全衛生の

取組みに尽力して参りますので、引き続き皆様

のご協力をお願いいたします。 

最後になりますが、組合員並びに安全衛生協

力会会員の皆様の益々のご発展、そして明るい

話題いっぱいの 1 年になりますことをご祈念申

し上げ、年頭のご挨拶といたします。 

本年も、ご安全に！ 

（東洋鍍金㈱ 代表取締役） 

 

 

 

 

 

 

 あとがき   

 組合員の皆様 明けましておめでとうご 

ざいます 

 本年もよろしくお願い申し上げます 

  札幌鉄工関連協同組合 事務局 
 

    専務理事  西谷 祐乙 

    事 務 員   宮林 礼子 

 


